
一
般
質
問

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

こ
の一般
質
問
の
内
容
は
、会
議
録（
反
訳
文
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が
質
問
の一部
を
ま
と
め
、本
委
員
会
が
最
終
確
認・編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

「
沖
縄
戦
に
よ
る
影
響
で
国
保
の
前

期
高
齢
者
交
付
金
が
少
な
い
と
い

う
、
制
度
的
課
題
に
起
因
す
る
赤
字
問
題
が

大
き
く
の
し
か
か
り
本
町
の
財
政
状
況
は
緊

急
的
な
措
置
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
」。
こ
れ
は
、
町
長
の
施
政

方
針
の
文
言
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
沖
縄
県
及
び
県
内
市
町
村
の
首
長
た
ち
は

こ
れ
ま
で
国
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か

け
を
し
て
き
た
か
。
そ
の
実
情
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

 

町
長  

沖
縄
県
の
国
保
運
営
の
厳
し
い
状
況

で
、
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
は
ま
さ
に
沖
縄
特
有
の
大
き
な
課

題
と
い
う
こ
と
を
捉
え
て
、
県
内
の
各
市
町

村
の
国
保
の
累
積
赤
字
が
極
め
て
大
き
な
問

題
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
で

我
々
町
村
会
は
も
と
よ
り
、
市
長
会
、
そ
し

て
国
保
関
係
団
体
を
含
め
て
、
毎
年
の
よ
う

に
国
の
ほ
う
に
要
請
を
し
て
き
た
。
沖
縄
県

知
事
も
関
係
省
庁
へ
要
請
を
し
て
き
て
い

る
。
こ
の
沖
縄
の
前
期
高
齢
者
の
問
題
に
つ

い
て
は
確
か
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
菅
官
房
長
官
を
は
じ
め
、
関
係
大
臣
も

一
定
の
理
解
を
示
し
つ
つ
も
、
根
本
的
な
対

応
策
に
つ
い
て
は
い
ま
な
お
改
善
さ
れ
て
い

な
い
の
が
現
状
か
と
思
わ
れ
る
。
平
成
30
年

度
か
ら
は
国
保
の
県
移
管
と
い
う
形
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
た
だ
残
念
だ
っ
た
の
が
、
昨

年
11
月
に
は
副
知
事
を
は
じ
め
、
46
市
町
村

長
、
議
会
議
長
も
参
加
す
る
大
規
模
な
要
請

団
を
結
成
し
、
陳
情
要
請
し
た
が
、
平
成
29

年
度
予
算
で
具
体
的
な
解
決
を
得
る
方
向
性

が
見
出
し
て
い
な
い
状
況
で
、
非
常
に
危
惧

し
て
い
る
。
し
か
し
、
国
の
一
定
の
理
解
は

あ
る
の
で
、
今
後
も
国
に
し
っ
か
り
要
請
活

動
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
費
値
上
げ
に
関
連
し
次
の

質
問
を
す
る
。
西
原
町
の
児
童
生
徒

の
身
体
的
成
長
の
実
情
と
し
て
、
小
学
校
６

年
生
及
び
中
学
校
３
年
生
の
身
長
、
体
重
に

つ
い
て
数
字
で
説
明
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
県

及
び
国
の
平
均
値
と
比
較
し
て
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

教
育
部
長  

小
学
校
男
子
児
童
で
身
長 

１

４
２
．８
セ
ン
チ
、
体
重 

３６
．７
キ
ロ
、
女
子

で
身
長 

１
４
６
．１
セ
ン
チ
、
体
重 

３９
．８

キ
ロ
グ
ラ
ム
。
中
学
校
３
年
生
の
男
子
で
身

長 

１
６
３
．９
セ
ン
チ
、
体
重 

５３
．１
キ
ロ
、

女
子
生
徒
で
身
長 

１
５
５
．１
セ
ン
チ
、
体

重 

４９
．１
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
全
国
、
県
平
均
と

比
べ
、
小
学
校
６
年
生
女
子
の
体
重
が
、
全

国
、
県
平
均
を
上
回
り
、
中
学
校
３
年
女
子

で
身
長
が
県
平
均
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
い

る
。
そ
れ
以
外
は
県
平
均
以
下
で
あ
る
。

上
原
・
棚
原
土
地
区
画
整
理
事
業
に

伴
う
投
資
額
と
税
収
の
推
移
を
問
う
。

 

建
設
部
長  

投
資
額
は
、
総
事
業
費
が
約
７４

億
６
千
万
円
で
補
助
金
が
約
２７
億
６
千
万

円
、
保
留
地
処
分
金
が
約
３４
億
２
千
万
円
、

町
負
担
額
が
約
１２
億
７
千
万
円
で
あ
る
。

 

総
務
部
長  

上
原
・
棚
原
地
区
に
限
定
し
た

デ
ー
タ
は
、
平
成
18
年
の
土
地
・
家
屋
合
計

の
資
産
税
は
約
１
億
１
千
万
円
で
、
28
年
度

は
合
計
で
約
１
億
３
，
７
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。上

原
・
棚
原
区
画
整
理
事
業
は
、
西

原
町
単
費
の
投
資
額
は
、
税
収
で
埋

ま
っ
た
か
。

 

都
市
整
備
課
長  

区
画
整
理
に
投
資
し
た
約

12
億
７
千
万
円
に
達
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
徳
佐
田
・
幸

地
地
区
の
新
た
な
区
画
整
理
事
業
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
か
。

 

町
長  

西
原
町
が
今
後
21
世
紀
中
半
、
後
半

に
向
け
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発
展
を
遂
げ

て
い
く
為
に
は
、
や
は
り
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
で
あ
る
今
後
の
区
画
事
業
等
は
必
要
と
考

え
て
お
り
、
徳
佐
田
・
幸
地
地
区
の
区
画
整

理
事
業
、
し
っ
か
り
前
に
進
め
て
い
く
よ
う

に
今
後
一
段
の
努
力
を
重
ね
て
い
く
。

旧
役
場
庁
舎
・
ス
ー
パ
ー
ビ
ッ
グ
の

両
敷
地
に
、
新
中
糖
産
業
（
株
）
に

よ
っ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
ス
ー
パ
ー
サ
ン

エ
ー
の
進
捗
状
況
は
。

 

建
設
部
長  
建
築
面
積
が
１
万
㎡
以
上
の
店

舗
に
つ
い
て
は
隣
接
市
町
村
や
関
係
機
関
と

の
広
域
調
整
会
議
が
必
要
で
、
現
在
、
調
整

会
議
資
料
作
成
を
進
め
て
お
り
、
現
サ
ン

エ
ー
西
原
シ
テ
ィ
と
旧
役
場
跡
地
に
増
築
す

る
建
物
を
結
ぶ
上
空
通
路
や
上
空
車
路
の
計

画
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
協
議
会
設
置
も

同
時
並
行
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

西
原
町
の
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護

思
想
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
た
め
に
、

今
年
度
策
定
す
る
西
原
町
歴
史
文
化
構
想
に

基
づ
く
、今
後
の
保
存
活
用
計
画
の
内
容
は
。

 

生
涯
学
習
課
長  

文
化
財
環
境
整
備
事
業

は
、
一
括
交
付
金
事
業
で
、
内
容
は
、
ジ
ー

マ
ヌ
カ
ー
な
ど
３
か
所
の
現
状
の
記
録
を
図

り
、
棚
原
区
の
周
辺
地
域
保
存
活
用
計
画
の

策
定
、
幸
地
グ
ス
ク
の
周
辺
地
域
整
備
事
業

等
の
保
存
に
向
け
、
取
り
組
む
。

文
化
財
の
保
全
整
備
に
お
い
て
は
、

個
人
・
団
体
等
の
所
有
す
る
土
地
等

が
あ
り
、
末
永
く
保
全
す
る
た
め
に
は
、
今

後
、
条
例
の
制
定
が
必
要
に
な
る
と
考
え

る
が
。

 

生
涯
学
習
課
長  

特
徴
的
な
地
域
及
び
関
連

文
化
財
群
、
あ
と
保
存
活
用
計
画
策
定
の
整

備
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
保
存
の
た

め
売
買
等
の
規
則
等
に
つ
い
て
は
確
認
を
し

た
い
。

前里 光信  議員

問問

問問

問問 問

◇
徳
佐
田
・
幸
地
地
区
の

新
た
な
区
画
整
理
事

業
は

◇
29
年
度
の
文
化
財
行
政
は

◇
国
保
の
赤
字
問
題

◇
町
内
児
童
生
徒
の
身
体

的
成
長

伊波 時男  議員

県内市町村の国保の赤字補てんを報じる新聞
記事

美
咲
公
民
館
隣
の
空
き
地
へ
、
美
咲
、

兼
久
地
域
の
児
童
公
園
新
設
を
伺
う
。

 

建
設
部
長  

美
咲
地
区
に
お
け
る
公
園
整
備

計
画
に
つ
い
て
は
、
現
在
未
定
で
あ
り
、
今

後
、
地
域
へ
の
広
場
の
確
保
に
つ
い
て
検
討

し
て
、
引
き
続
き
補
助
メ
ニ
ュ
ー
も
探
し
な

が
ら
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

平
成
29
年
度
施
政
方
針
に
つ
い
て
。

⑴
町
長
は
給
食
費
の
値
上
げ
を
明
ら

か
に
し
た
が
、
昨
年
９
月
の
町
長
選
挙
で
公

約
に
掲
げ
た
「
支
援
が
必
要
な
世
帯
へ
の
給

食
費
無
料
化
」
と
逆
行
し
、
町
民
に
対
す
る

公
約
違
反
で
は
な
い
か
、
町
長
の
見
解
を
伺

う
。⑵
国
指
定
史
跡
「
内
間
御
殿
」
整
備
事

業
の
進
捗
率
を
伺
う
。⑶
プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
少
年
野
球
教
室
の
復
活
に
つ
い
て
伺

う
。⑷
崎
原
地
区
へ
の
民
間
開
発
計
画
の
進

捗
状
況
を
伺
う
。

 

町
長  

⑴
公
約
に
掲
げ
た
こ
の
「
目
指
す
」

と
は
、
現
実
行
政
を
知
る
も
の
と
し
て
、
直

ち
に
給
食
費
の
完
全
無
料
化
は
至
難
の
業
、

到
底
本
町
で
は
難
し
い
。
そ
う
い
う
こ
と
の

認
識
の
上
に
立
っ
て
の
「
目
指
す
」
と
い
う

こ
と
だ
。

 

教
育
部
長  

⑵
内
間
御
殿
の
整
備
事
業
は
平

成
22
年
よ
り
開
始
し
、
文
化
庁
や
県
の
補
助

金
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
て
、
現
在
、
東
江

御
殿
の
敷
地
内
を
優
先
的
に
調
査
・
整
備
し

て
い
る
。

 

教
育
部
長  

⑶
以
前
は
企
業
の
協
力
を
得

て
、
少
年
野
球
教
室
を
実
施
し
て
い
た
が
、

現
在
は
新
規
地
域
を
優
先
的
に
実
施
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
再
度

実
施
で
き
な
い
か
、
企
業
へ
要
望
を
し
て
み

た
い
。

 

建
設
部
長  

⑷
現
在
、
某
企
業
と
都
市
整
備

課
、
土
木
課
、
産
業
課
と
移
転
に
向
け
て
調

整
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点

で
は
諸
課
題
等
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
中
で

あ
り
、
早
め
に
移
転
す
る
為
に
は
企
業
主
導

で
開
発
に
伴
う
整
備
を
進
め
た
方
が
良
い
と

考
え
て
お
り
、
企
業
と
は
そ
の
方
向
性
で
調

整
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

消
防
法
が
市
町
村
条
例
で
義
務
づ
け

ら
れ
て
か
ら
10
年
経
過
し
て
い
る

が
、
本
町
で
の
火
災
報
知
器
の
設
置
率
に
つ

い
て
伺
う
。

 

総
務
部
長  

設
置
率
は
45
％
で
あ
り
、
東
部

消
防
組
合
構
成
３
町
の
平
均
は
46
％
と
な
っ

て
い
る
。
東
部
消
防
組
合
で
予
算
化
し
て
い

た
だ
い
て
、
設
置
に
努
め
て
い
た
だ
け
た
ら

と
考
え
て
い
る
。
沖
縄
県
消
防
設
備
協
会
よ

り
毎
年
20
台
程
度
寄
贈
が
あ
り
、
こ
れ
ま

で
町
内
13
世
帯
に
火
災
報
知
器
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

屋比久 満  議員

問

問

◇
美
咲
・
兼
久
地
域
に
児

童
公
園
整
備
を

◇
平
成
２９
年
度
施
政
方

針
を
問
う

◇
火
災
報
知
器
の
設
置
率

は
？

住宅用火災警報器の設置率の低さを伝える新聞記事（右）と住宅用火災
警報器の設置義務付け周知ポスター（左）

比嘉家の土帝君（トゥティークー）（棚原）
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